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暑さも吹き飛ぶラッパの音色
伊万里市消防団の団員約1000人が一堂に集り、毎年
恒例の夏季点検が市消防本部で聞かれました。当日は、

市長の観閲や消防団本部による通常点検が行われたあ

と、ラッパ隊による吹奏展示がありました。ラッパ隊

の団員たちは6月から訓練を重ね、先の佐賀県消防操
法大会で準優勝に世11
ちは、ラッパの音色や団員のきびきびした動作に感嘆

の声をあげていました。

いっしょに作った料理の昧はと、うかな?
文化や生活習慣の述う外国の人と子どもたちが交流す

る 『国際交流ひろば』が伊万里公民館でありました。当

日は中国と韓国の人を講師に、それぞれの国の料理に子

どもたちが挑戦。出来上がった 『お焼き』や 『水(すL、)

ぎょうざ』は、果たしてどんな昧がしたのでしょう。

このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事や話

題を待っています。市役所広報係へご連絡下さい。

fi23-2111 (内線207)

趣向を躍らしたいかだが勢ぞろい!
『大坪地区子ども会親子いかだづくり大会』が伊万盟

川でありました。参加した15艇のいかだは、どれも趣
向を凝らしたものばかり。河11伴からの大声援の中、子

どもたちは力いっぱいオールを漕いでいました。なお、

総合優勝は富士IIITrワーノレドプーさん号』でした。

ラジオの声に、それイチ、二、サン
ラジオ体様会が国見台陸上競技場でありました。早

起きして集った親子連れなど約300人は、早朝のさわ
やかな空気をl吸って気持ちよさそうに体を動かしてい

ました。中にはl眠たそうなお父さんたちもちらほら。

でもたまには早起きもいいものでしょう。
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近くの川にはどんな生物が?
川の中に住んでいる生物の状況を見て、その川の水

質を知ろうと 『親子水生生物調査』がありました。参

加した大川内地区の親子は、近くの杏子(あんす) }II 

で取ったいろいろな生き物を持ち帰り分類しました。

果たしてその調査結果はどうだったのでしょう。

fヲ

砂との格闘の末できあがったものは
『サンドアートづくり』がイマリンビーチでありま

した。これは黒川小学校育友会が行ったもので、各グ

ノレープに分かれた子どもたちはそれぞれの造作物に挑

戦。中には、途中潮が満ちて来て壊れかけたものもあ

りましたが、なかなかの作品ができあがっていました。

勺

大きな船に乗って優雅に伊万里漕融歩
福岡海上保安部所属の巡視船 『はかた』の体験航海

がありました。当日、山代|町の久原港を出発した船は

長崎県福島町沖までゆっくり伊万里湾を遊覧。乗船し

たおよそ500人の人たちは、日ごろ見ることのできな
し、船上からの伊万里湾の眺めを満喫していました。

.. 
〆・

みなさん交通事蹟ナシでお願いします
南波多町 『ふるさと村Iで 『交通事故“梨'キャン

ベーン』がありました。当日は、伊万里ナシのキャラ

クターとレ主すっかりおなじみとなった 『なし万里く

ん』と 『梨里ちゃん』も参加。ドライパーに伊万里梨

を手渡しながら、交通事故ナシを呼びかけていました。

変問主
涜じ需
を申告
深挙る
め生霊
ま同重
し土問
たで

伊
万
里
市
内
の
中
学
校
の
友
好
校
で
あ
る

中
国
大
連
市
第
幻
中
学
校
の
生
徒
6
人
が

啓
成
中
学
校
を
訪
問
し
、
同
校
の
生
徒
た
ち

と
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

歓
迎
会
で
は
、
啓
成
中
学
校
の
全
校
生
徒

が
体
育
館
に
集
合
。
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
演
奏

や
軟
で

一
行
を
出
迎
え
ま
し
た
。
ま
た
校
舎

内
で
は
、
美
術
部
が
和
紙
染
色
を
教
え
た
り
、

茶
道
部
が
お
茶
の
接
待
を
し
て
日
本
文
化
を

紹
介
し
ま
し
た
。
一
方
、
第
幻
中
学
校
の
生

徒
は
、
書
道
教
室
で

『友
誼
長
存
(
い
つ
ま

で
も
伸
良
く
)
』
と
達
筆
を
披
露
し
た
り
、

音
楽
室
で
は
ピ
ア
ノ
で
中
国
の
曲
を
奏
で
た

り
、
お
互
い
の
文
化
を
披
露
し
合
い
交
流
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

茶道部からお茶の接待を受け、初めての
経験に戸惑う第37中学校の生徒たち
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遠
く
江
戸
時

代
、
焼
き
物
の

積
み
出
し
で
に

ぎ
わ
っ
た
伊
万

里
の
ま
ち
。
焼
き
物
商
人
が

ま
ち
を
閥
歩
し
、
家
守
か
ら

は
三
味
線
や
琴
の
音
色
が
響

き
、
そ
れ
は
活
気
が
あ
ふ
れ

れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
に
苫
わ
い
を
今
に

f

伊
万
里
の
夏
を
彩
る

『
ど

っ
ち
ゃ
ん
祭
り
』

が

8
月
4

目
、
市
街
地
を
会
場
に
閲
か

れ
ま
し
た
。
真
夏
の
熱
さ
と

と
も
に
会
場
は
人
、
人
、
人

で
ヒ

l
ト
ア

ッ
プ
。

ま
ち
は

祭
り
一
色
と
な
り
ま
し
た
ロ
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わたιる
いつかは

三総に

みの
み 会

ιた
文
化
、
が
今



苦手
交通事故は

どがんして
起きよっと?

*突通事故一目提宣官女

7
月
お
日
、
伊
万
里
怒
祭
場
で
、

高
齢
者
を
対
象
に
し
た
交
通
安
全

研
修
会
が
あ
り
ま
し
た
。
名
付
け

て

「交
通
事
故

一
日
捜
査
官
』
。

こ
れ
は
、
市
街
地
の
交
通
事
故
が

発
生
し
や
す
い
現
場
を
回
り
、
危

険
個
所
や
、
事
故
を
回
避
す
る
た

め
の
知
識
を
習
得
し
て
も
ら
お
う

と
聞
か
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
各
町
の
高
齢
者
の

リ
ー
ダ
ー

ω人
が
参
加
。
警
察
署

内
で
説
明
を
受
け
た
後
、
さ
っ
そ

く
現
場
検
証
。
交
差
点
で
の
無
理

な
横
断
や
、
斜
め
横

断
な
ど
が
事
故
に
つ

な
が
る
と
の
説
明
を

聞

い
て
参
加
者
は

「非
常
に
よ
い
機
会

を
与
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。
地
元
に
帰

っ

て
か
ら
み
ん
な
に
こ

の
こ
と
を
伝
え
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

rlて'ilt司1I!.!t--1'岨
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7
月
加
日
、
南
波
多
町
の
白
山

な
ん
ぷ
う

神
社
で

『南
風
ヨ
サ
コ
イ
隊
』
の

発
表
会
が
あ
り
ま
し
た
。

保
育
園
児
か
ら
閃
代
ま
で
の
踊

り
隊

ω人
が
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
踊
り
山

『山
紫

水
明
』
を
地
区
の
住
民

の
前
で
披
露
し
喝
采
を

浴
び
ま
し
た
。

昨
年

5
月
、
よ
さ
こ

い
踊
り
を
通
じ
て
中
学

生
が
成
長
す
る
姿
を
描

い
た
映
蘭
を
見
た
南
波

多
中

の
生
徒
と
、
父
親

ら
が
「
自
分
た
ち
も
踊

り
た
い
」
と
志
願
、
練

習
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
年

一
月
か
ら
専
門
の

作
曲
者
と
、
振
り
付
け
師
に
踊
り

づ
く
り
を
依
頼
。
そ
の
後
練
習
を

重
ね
、
今
回
の
発
表
に
到
っ
た
も

の
で
す
。
曲
は
郷
土
芸
能
の

『府

四z季@詩F
敬
老
自
紅
白
併
ド
品
喝
を
殺
ぐ

大
川
向
叶a
J

柚
巧

zb友
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感想を語る前回惰奈さ

ん(南波多中3年)

「
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
が
終
っ
て
か

ら
踊
り
の
練
習
と
、
こ
れ
ま
で
き
っ

か
っ
た
け
ど
、
き
ょ
う
は
み
ん
な
と

踊
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
。
と
て
も
楽

し
か
っ
た
」

招
浮
立
」
の
所
作
や
、
特
産
の
ナ

シ
を
収
穫
す
る
し
ぐ
さ
を
取
り
入

れ
た
南
波
多
町
独
自
の
も
の
に
仕

上
が
り
ま
し
た
。

会
長
で
踊
り
手
で
も
あ
る
紛
尾

消
美
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
と
い

っ
し
ょ
に
、
ま
ち
づ
く
り
の

一
端

が
担
え
た
ら
と
い
う
思
い
か
ら
こ

の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
今

ま
で
が
た

い
へ
ん
で
し
た
」
と
満

足
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

が
代

L
み

ど

る

る

み
ず
く
れ
ば
猛
暑
ド
め
げ
ず
花
咲
か
す
彼
岸
花
ド
暫

ゑ
花
叶
ゐ

円
成
寺

4主
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j
眼
下
に
広
が
る
す
ば
ら
し
い
展
望
j

緑
豊
か
な
大
野
岳
自
然
公
園

大
野
岳
は
標
高

4
2
4
M
で、

山
す
そ
は
南
波
多
町
、
黒
川
町
に

ま
た
が
る
緑
豊
か
な
山
で
す
。
こ

こ
か
ら
の
展
望
は
す
ば
ら
し
く
、

眼
下
に
は
松
浦
潟
、
伊
万
里
湾
が

開
け
、
速
く
は
雲
仙
、
八
幡
岳
、

黒
髪
山
、
腰
岳
や
国
見
の
連
峰
を

一
望
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま

ひ
ら

す
。
ま
た
、
拓
か
れ
た
問
園
や
果

樹
園
、
こ
こ
を
貫
通
す
る
国
道

2

0
2
号
線
の
車
の
往
来
も
手
に
と

る
よ
う
に
わ
か
り
、
ま
さ
に
南
波

多
の
躍
動
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き

る
景
観
で
す
。
一

説
に
よ
る
と
大

野
岳
は
、
中
世
期
の
松
浦
党
波
多

の
ろ

L

ぱ

氏
(
岸
岳
城
主
)
の
燐
火
場
と
し

て
軍
略
上
の
要
所
で
あ
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ

ふ

る

ご

ん

げ

ん

ど

う

に
は
古
権
現
の
部
跡
が
必
り
、
道

そ

し

ん

ま

M

祖
神
を
ま
つ
る
雄
岩
、
雌
岩
の
巨

岩
が
あ
り
ま
す
。

南
波
多
町
は
、

昭
和
必
年
に

紹介してくれた
江口 和夫さん(井手野)

『
明
治
改
元
百
年
記
念
』
と

『炭

協
創
立
初
周
年
』
を
例
せ
た
事
業

と
し
て
、
町
民
の
総
力
を
あ
げ
て

大
野
岳
の
山
頂
一
帯
を
自
然
公
閤

と
し
て
造
成
し
、
い
っ
そ
う
の
融

和
団
結
と
郷
土
振
興
の
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。
山
頂
正
面
に
は

『大
野
岳
自
然
公
園
碑
」
(
家
の
光

協

会

元

会

長

官

田

一
郎
筆
)
、

『協
同
団
結
碑
」
(
佐
藤
栄
作
筆
)
、

『融
和
協
力
碑
』
(
保
利
茂
筆
)
、

『殊
の
ほ
か
、
う
ま
き
空
気
や
天

高
し
』

(
森
永
杉
洞
老
師
句
碑
)
、

「ふ
る
さ
と
守
り
地
戯
曲
骨
』
、
そ
の

他
知
名
士
の
筆
に
よ
る
歌
碑
、
記

念
碑
な
ど
が
多
く
建
立
さ
れ
て
い

ま
す
。
大
野
岳
山
頂

一
帯
は
、
平
成
U

年
か
ら
継
続
し
て
、
つ
つ
じ
の
植

栽
、
桜
の
並
木
道
、
く
ぬ
ぎ
林
の

散
策
路
な
ど
、
環
境
保
全
林
と
し

て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

眼
下
に
広
が
る
山
野
や
田
図
の
緑

の
展
望
と
、
豊
か
な
自
然
と
の
ふ

れ
合
い
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

市
民
の
快
適
な
い
こ
い

の
場
と
な

っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
遊

び
に
き
て
み
て
く
だ
さ
い
。

園盟国
ι 

いわはし くるみ

岩橋来美ちゃん(2歳)

-・
'0 (>.' 

貴一正優子さんの長女

主品柔さん(24歳)

よしやま

吉山

*蓮池町

.. 

計号ぃ 4いからA ZRZ巴白色ゎ
伝てがつ 司令 - q、 気る響、がて毎ネた
いいとも ;d'.-_‘ピド をかで二い、日ギし
よるうお つら男人つ仕おをの
ろか。手 ・E可-位、ののも事手作パ
しら家伝 r-::曹 少こ子お楽の伝つパ
く、族い ~ . -!l いれみ兄し後いてと
ネこみし k叫 f れ、たちみにしいお
。れんて 1叫 J 弓らいやな飲ててじ

部 電〉Jiii由民

、*=里町東八谷揚*おとめ座 A型

真
由
美
さ
ん
は
、

銅
山
口
花
后

の
工
レ
ナ
盾
に
お
勤
め
で
す
。
花

屋
さ
ん
で
働
く
の
が
小
さ
い
こ
ろ

か
ら
の
夢
だ
っ
た
と
い
う
彼
女
。

高
校
の
園
芸
課
を
卒
業
後
す
ぐ
に

今
の
職
場
に
入
社
し
、
現
在
7
年

目
に
な
り
ま
す
。

仕
事
が
忙
し
い
時
に
は
、
帰
リ

が
夜
遅
く
な
る
こ
と
も
あ
る
そ
う

で
す
が
、
と
に
か
く
花
が
大
好
き

で
仕
事
熱
心
な
彼
女
に
と
っ
て

は
、
そ
れ
も
全
然
苦
に
は
な
ら
な

い
そ
-
つ
で
す
。

そ
ん
な
彼
女
に
将
来
の
夢
を
尋

ね
る
と
「
小
さ
く
て
も
い
い
か
ら
、

自
分
の
お
屈
を
持
つ
こ
と
が
で
き

た
ら
最
高
で
す
ね
」
と
明
る
く
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
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9月の町民スポーツ

1日(日)
.大坪地区球抜大会
8時半開会伊万里中学校ほか
.牧島町民運動会
8時半開会牧島小学校
・山代町民体育大会
8時半開会山代中学校
6日(金)
.南波多町民ナイトハイキング
19時半開会南波多町内
8日(日)
.伊万里地区
スローピッチ、ノフトボール大会
9時開会答成中学校
.大川内町民体育大会
8時20分開会大川内小学校
22日(日)
・南波書町民体育大会
8時半開会南波多小学校
23日(月)
.大川町民相撲大会
10時開会淀姫神社相撲場
29日(日)
・松浦公休日町民体育大会
8時開会総j甫運動広場
・大川町民運動会
8時半開会大川運動広場

大
声
援
の
申
を

吾
ど
も
た
ち
は
力
泳

第
叩
叫
回
伊
万
里
市
小
学
校
水
泳

大
会
が

7
月
初
日
、
伊
万
里
小
学

校
プ
ー
ル
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
市
内
山
の
小
学
校

か
ら

3
3
3
人
が
参
加
。
選
手
た

ち
は
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
よ
う
と
力
い
っ
ぱ
い
水
し

ぶ
き
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
主
な
競
技
結
柴
は
次
の

と
お
り
で
す
。

《
印

M
自
由
型
の
部
》

マ
6
年
生
男
子
①
宮
本
政
一
(
伊

万
里
小
)
②
小
松
普
生
(
東
山
代

小
)
③
悶
村
卓
臨

(
立
花
小
)
マ

6
年
生
女
子
①
久
地
浦
紺
子
(
伊

万
里
小
)
②
青
木
紀
美
子
(
黒
川

小
)
③
金
武
結
香
(
二
里
小
)
、

山
下
光
(
立
花
小
)
マ

5
年
生

男
子
①
岡
山
間
悠
(
二
盟
小
)
②

桑
本
祥
平
(
南
波
多
小
)
③
佐
々

木
大
地

(県
川
小
)
マ

5
年
生
女

子
①
小
川
絵
利
香
(
伊
万
盟
小
)

②
前
回
利
沙

(
南
波
多
小
)
③
松

引
は
な
(
立
花
小
)

《
お
M
自
由
形
の
部
》

マ
5
年
生
男
子
①
原
田
悠
(
二

盟
小
)
②
金
子
力
也

(黒
川
小
)

③
古
川
秀
二

(
松
浦
小
)
マ

5
年

生
女
子
①
前
田
真
嘉
(
二
里
小
)

②
松
本
桃
子
(
南
波
多
小
)
③
前

回
麻
貨
(
大
川
内
小
)
マ

4
年
生

男
子
①
禍
永
智
仁
(
南
波
多
小
)

②
野
間
健
太
(
二
里
小
)
③
古
場

直
人
(
大
川
町
小
)
マ

4
年
生
女
子

①
長
野
美
子
(
黒
川
小
)
②
山
口

ち
ひ
ろ
(
大
川
内
小
)
③
市
丸
総

子
(
波
多
津
東
小
)

9月の市民スポーツ

1日(日)
.桑原杯ダブルスバドミントン大会
9時開会国見台体育館
8日(日)
.ライオンズ杯

グラウンドゴルフ大会
8時半開会国見出淫上競技場ほか
12日(木)-16日(月)
・西北部地区高校野球秋季大会
9時開会国見台野球場
15日(日)
.伊万里正鵠会弓道選手権大会
9時開会国見台弓道場
16日(月)
・市会長杯争奪ソフトテニス大会
9時開会国見台庭球場
21日(土)-22日 (日)
.市長杯争奪市民ゲートボール大会
9時開会国見台陸上競技場ほ力、
21日(土)-24日(火)
・九州地区高校野球秋季県大会
9時開会 国見台野球場
23日(月)
.西北部地区高等学校

ソフトテニス大会
9時開会 国見台庭球場

IMARle 

《お
M
平
泳
ぎ
の
部
》

マ
6
年
生
男
子
①
中
村
幸
栄
(
二

盟
小
)
②
問
中
雄
太
(
波
多
津
小
)

③
犬
塚
朔
大

(伊
万
里
小
)
マ

6

年
生
女
子
①
井
上
麻
衣
(
伊
万
里

小
)
②
山
下
光
(
立
花
小
)
③

日
浦
淳
子
(
東
山
代
小
)
マ

5
年

生
男
子
①
策
本
将
平
(
南
波
多
小
)

②
馬
場
史
忠

(山
代
西
小
)
③
小

宮
良
基
(
東
山
代
小
)
マ

5
年
生

女
子
①
力

武

彩

(
大
坪
小
)
②

出
雲

俊

(山
代
東
小
)
③
松
岡

市
品
里
(
立
花
小
)
マ

4
年
生
男
子

①
宮
本
潤
一
(
伊
万
盟
小
)
②
野

間
健
太
(
三
里
小
)
③
前
田
修
造

(
二
盟
小
)
マ

4
年
生
女
子
①
緒

方
絢
香
(
大
坪
小
)
②
塚
本
勝

(
波
多
津
小
)
③
原
本
恕
(
波

多
津
小
)

《
お
M
M

背
泳
ぎ
の
部
》

マ
6
年
生
男
子
①
中
村
幸
栄

(二

虫
色
雪
国
本
政
二
伊
万
盟
小
)

③
小
松
謡
生
(
東
山
代
小
)
マ

6

年
生
女
子
①
久
地
澗
皿
卵
子
(
伊
万

里
小
)
②
背
木
紀
美
子
(
黒
川
小
)

③
金
武
結
香
(
二
里
小
)
マ

5
年

生
男
子
①
山
崎
高
宏
(
黒
川
小
)

②
柳
本
大
(
回
出
川
小
)
③
藤
田

佳
山
(
大
坪
小
)
マ

5
年
生
女
子

①
小
川
絵
利
香
(
伊
万
盟
小
)
②

前
聞
耳
抑
制
(
二
型
小
)
③
松
井
は

な
(
立
花
小
)

《

1
0
0
M
リ
レ
l
の
部
》

マ
全
学
年
男
子
①
二
里
小
(
原
問

悠
、
問
中
智
也
、
野
田
健
太
、
中

村
幸
栄
)
②
南
波
多
小
(
畠
山
邪

史
、
松
尾
卓
哉
、
桑
本
祥
平
、
福

永
智
仁
)
③
東
山
代
小

(
小
松
普

生
、
古
川
勇
弥
、

小
宮
辰
郎
、
山

内
弱
希
)
マ
全
学
年
女
子
①
伊
万

竪
小
(
小
川
絵
利
香
、
松
尾
知
香
、

羽
上
麻
衣
、
久
地
浦
雅
子
)
②
ニ

盟
小
(
前
閲
兵
門
前
、
縮
問
邪
、

原
加
那
絵
、
金
武
結
香
)
③
南
波

多
小

(品県本

枠
、
松
本
桃
子、

前
回
利
沙
、
大
久
保
糸
織
)



さ
を
吹
っ
飛
ば
す

マ
マ
さ
ん
パ
ワ
ー

第
お
田
市
長
旗
争
奪
?
?
さ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、

7
月

3

日
か
ら
お
日
ま
で
、
国
見
台
体
育

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、

l
部
に

8
チ

l
ム、

2
部
に

4
チ

ー
ム
の
合
わ
せ
て
ロ
チ

l
ム
が
出

場
。
真
夏
の
夜
に
、

7
7
さ
ん
た

ち
の
熱
き
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

7
月
お
日
に
は
決
勝
戦
が
行
わ

れ
、
ー
部
は
ス
ト
レ
ー
ト
で

『東

《

2
部
》

優

勝

松

浦

2

位

ふ
た
さ
と

3

位

木
須
東

V
最
優
秀
選
手
賞

間
口
吉
子
(
東
段
)

V
優
秀
選
手
賞

杉
山
三
月
子
(
黒
川
?
?
)

山
口
恵
美
子
(
松
浦
)

浦
川
真
由
美
(
ふ
た
さ
と
)

陵
』
が

『黒

川

?

?
』
を

下
し
、
念
願
の
初
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。
ま
た
、

2

部
で
は

『松
浦
』
と

「ふ

た
さ
と
』
が
対
戦
し
、
フ

ル
セ
ッ

ト
ま
で
も
つ
れ
こ

む
激
し
い
攻
防
の
末
、

『松

浦
』
が
み
ご
と
逆
転
で
優

勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

な
お
、
上
位
の
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

《

1
部
》

優

勝
2

位古斗

3 

山県東
)11 
代マ陵
守'

2
部
優
勝

『松

浦
』
チ
ー
ム

ー
部
優
勝

『東

陵
』
チ
ー
ム

••••••••••• 
-
A
-
E

一

会
ル
文
一

含
一
ル
一

連
ボ
一
一

会
ス
ボ
一

も
一
一
一

ど
ベ
レ
一

子
ク
バ
一

市
ツ
ニ
一

キ
ミ
-

代表チーム同士
が熱戦を展開

市
子
ど
も
会
連
合
会
に

よ
る
第

2
回
キ
ッ
ク
ベ

ー

ス
ボ
ー
ル
大
会
と
第
川
回

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

が、

8
月
川
日
と
同
日
、

国
見
台
球
技
場
と
国
見
台

体
育
館
で
そ
れ
ぞ
れ
聞
か

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
市
内
各
町
の

予
選
を
見
事
勝
ち
抜
い
て

き
た
各
ロ
チ

l
ム
が
参

加
。
各
町
の
代
表
チ

l
ム

同
士
の
対
戦
と
あ
っ
て
、

ど
ち
ら
の
競
技
も
古
川
レ
ベ

ル
の
戦
い
を
展
開
し
ま
し

た
。競
技
中
は
、
真
夏
の
暑

さ
に
も
負
け
な
い
子
ど
も

た
ち
の

元
気
な
か
け
声

と
、
詰
め
か
け
た
家
族
の

大
声
援
が
各
会
場
に
響
き
わ
た
っ

て
い
ま
し
た
。

な
お
、
上
位
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

V
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

①
大
川
町
井
手
口
子
ど
も
会

②
黒
川
町
畑
川
内
子
ど
も
会

③
牧
島
町
木
須
西
子
ど
も
会

二
里
町
大
里
子
ど
も
会

V
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

①
牧
島
町
木
須
西
子
と
も
会

②
大
坪
町
栄
町
子
ど
も
会

③
伊
万
里
町
川
西
子
ど
も
会

松
浦
町
中
里
子
ど
も
会

• 
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市
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

を
図
る
た
め
各
町
(
地
区
)
に
体

育
指
潟
委
員
を
配
置
し
て
い
ま

す
。
体
育
指
導
委
員
と
は
、
閣
が

定
め
た
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
」
に

基
づ
き
委
嘱
し
て
い
る
も
の
で
、

市
の
定
紋
は
お
人
、
任
期
は

2
年

と
な

っ
て
い
ま
す
。

体
育
指
税
委
員
の
お
も
な
役
割

は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
実
技
指
導
と
ス

ポ
ー
ツ
事
業
に
関
す
る
協
力
な
ど

で
、
地
域
住
民
や
教
育
機
関
、
行

政
機
関
お
よ
び
各
種
団
体
の
嬰
請

に
応
じ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
円
滑

に
そ
し
て
効
率
的
に
行
う
た
め
、

研
修
会
を
毎
月
行
う
と
と
も
に
、

九
州
や
県
レ
ベ
ル
の
研
究
大
会
に

年

3
回
、
実
技
の
指
導
力
向
上
を

目
的
と
し
た
研
修
に
年

2
回
ほ
ど

参
加
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
、
市
民
体
育
祭
や

ス
ポ

ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

祭
、
市
や
各
町
の
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー

ツ
教
室
な
ど
で
指
導
助
言
一
や
市
民

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会
、
伊
万
盟
ラ

ジ
オ
体
操
会
の
企
画
運
営
を
し
て

い
ま
す
。

体
育
指
導
委
員
は
各
町
(
地
区
)

に
3
人
ず
つ
い
ま
す
。
本
年
度
か

ら

2
年
間
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
楽

し
い
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
し
て
、

明
る
く
健
康
的
な
生
活
を
送
っ
て

い
た
だ
く
お
手
伝
い
を
し
て
い
き

ま
す
。
ど
う
ぞ
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い

て
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
知
り
た
い

こ
と
が
あ

っ
た
ら
、
お
気
軽
に
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

A

マ
体
育
指
導
委
員

※
氏
名
の
後
の
数
字
は
、
指
導
委

員
の
経
験
年
数
(
敬
称
略
)l.ll口利光⑪

伊方盟(本町一丁目)

岩橋和子②

伊万里(脇田)

池田レイ子④

伊万里(木須東)

松尾洋之⑥

牧島(本瀬戸)

木須務文②

牧島(木須西)

石ヂ|留理子⑨

牧島(中迎)

瀬戸口喜厚④

大坪(南ケ丘)

川口幸介⑮

大坪(屋敷野)

川崎厚子⑨

大坪(渚)

IMAR/ ~ 

充②

(平尾)

内山

大川内

原浩文②

大川内(平尾)

大久保久美子④

大川内(正力坊)

回中省吾 ⑨

黒川(小泉)11)



小杉いつ子⑨

波多津(内野)

小原礼子@

南波多(府招上)

小松正文③

松浦(下分)

出雲登志男⑫

)，¥[ 11.1代 (川内野)

川口 正幸⑥

山代 (四分)

fIT IMARI 

松尾悦二郎②

波多津(中山1)

前田義世li④

南波多(大川原)

中野 明⑨

松浦(上分)

問中 芝鈴m③
二 盟り11 東)

"1"的八重l従⑬
山代 (久原二区)

坂本久美子⑨

黒 川 (奥手野)

平山俊光 ②

南波多(大山)

務合弘子⑨

大川(駒的)

大宅弘幸②

二 塁(川内)

松本 得雌⑩

山代 (梢久津)

11、市(~H)II@ 

黒 川 (!;(手野)

水尾義孝⑨

波多津(浦)

'f( 

前問 11~i浩⑪

二 盟(四八谷繍)

川崎ひとみ ⑨

東山代(長浜)

川崎 吾ー⑥

大川(戸石川)

浦旺l小百合⑨

松 浦 (宿分)

杉谷文治③

東山代(大久保)



掴圃

吾
育
て
室
握
セ
ン
タ
ー

に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

『
ぽ
っ

ぽ
』
は
、
子
育
て
に
関
す
る
悩
み

や
不
安
を
相
談
し
た
り
、
親
子
で

仲
間
作
り
が
で
き
る
場
で
す
。
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
わ
て
わ
く
広
湯

・
対

象

就
図
前
の
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者

午
前
川
時
1
4
後
2
時

マ
ひ
ま
わ
り
コ

l
ス
(
金
限
日
)

9
月
6
日
、
初
日

マ
ち
ゅ
う
り
つ
ぷ
コ
l
ス
(
月
明
日
)

9
月
9
日
、
初
日

②
わ
く
わ
く
ベ
ビ
ー

-
対

象

0
1
1
か
月
ま
で
の

乳
児
と
そ
の
保
護
者

-
日

時

9

月

日
白
、
幻
日

午
前
叩
時
1
午
後
2
時

③
ぽ
っ
ぽ
マ
マ
の
つ
ど
い

-
対

象

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん

・
日

時

9
月
4
日
、
お
日

午
前
川
時
1
日
時
半

・
テ
l
マ

『い
や
っ
1
』
に
つ
き
あ
う

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
嬰
で
す

④
つ
く
し
ん
ぼ
ラ
ン
ド

-
対

象

就
闘
前
の
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者

・
日

時

9
月
山

B
(水
)

午
前
川
時
1
日
時
半

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

・
会

場

①
1
③
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
@
南
波
多
公
民
館

・
申
込

・
間
合
先

子
育
て
支
岡
山

セ
ン
タ
ー

(宮
③
5
1
9
7
)

ご

相

談

く

だ

さ

い

無
料
特
盤
人
権
相
談

人
権
問
題
や
相
続
、
不
動
産
、

借
地
借
家
、
金
銭
貸
借
、
家
庭
の

問
題
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ

ま
す
。

・
日

時

9
月
悶
日
(
木
)

午
前
川
時

i
午
後
3
時

・
会

場

県
川
公
民
館

・
相
談
担
当

人
権
擁
制
限
委
貝
森
戸
妙
子

法
務
局
峨
只
稲
聞
か
お
り

・
間
合
先

佐
賀
地
方
法
務
局
伊

万
里
支
局
(
宮
@
2
4
9
2
)

就
業
構
造
基
本
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

総
務
省
は
、
川
月
1
日
を
基
準

日
と
し
て
、
就
業
椛
造
基
本
調
査

を
笑
仰
し
ま
す
。
こ
の
制
査
は
、

国
民
の
ふ
だ
ん
の
就
業
状
況
な
ど

を
調
べ
る
も
の
で
、
制
査
結
果
は

照
用
失
業
対
策
の
基
礎
資
料
と

し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

9
月
上
旬
か
ら
、
固
か
ら
指
定

さ
れ
た
調
査
区
を
調
査
員
が
お
伺

い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

-
間
合
先

市
情
報
推
進
課

(包
③

2
1
1
1
内
線
2
2
5
)

甲

種

防

火

管

理

者

資

倍

取

得

講

習

会

消
防
法
の
規
定
に
よ
る
甲
極
防

火
管
理
者
の
資
絡
取
得
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

集
会
場
、
庖
舗
、
ホ
テ
ル
、
病

院
、
学
校
、
事
業
所
、
そ
の
他
多

数
の
人
が
出
入
り
、
勤
務
、
ま
た

は
居
住
す
る
防
火
対
象
物
で
は
、

防
火
管
理
者
の
資
絡
を
持
つ
人
の

選
任
が
必
要
で
す
。

(
受
講
対
象

者
に
は
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
)

-
日

時

9
月
間
目
、
凶
日

午
前
9
時
1
午
後
4
時

・
会

場

市
消
防
本
部

・
定

員

叩
人

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

-
受
付
期
間

9
月
2
日
1
日
日

・
申
込
・
間
合
先

市
消
防
本
部
予
防
課
(
宮
@
4

3
1

1
)
ま
た
は
各
分
割

遊
び
に
き
ま
せ
ん
か

漉
多
津
み
な
と
祭
り

-
日

時

9
月
山
日
(
日
)

午
後
l
時

1

・
会

場

波
多
津
港
北
岸
壁

・
イ
ベ
ン
ト
内
容

物
産
応
、
ク
ル

l
ジ
ン
グ
、
バ

ー
ベ
キ

ュ
ー
、
調
査
捕
鯨
肉
即

売
会
、
ろ
こ
ぎ
レ

l
ス
、
ミ
ニ

ラ
イ
ブ
、
バ
ル
ー
ン
乗
船
体
験
、

花
火
大
会
(
午
後
7
時

i
)

-
間
合
先

波
多
津
み
な
と
出
来
り

実
行
安
円
以
会
(
野
口
製
材
所
窓

③
0
0
0
8
)
 

市
民
大
学
づ
く
り
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

市
は
、
新
し
い
時
代
を
担
う
人

づ
く
り
を
め
ざ
し
、
だ
れ
も
が
参

加
で
き
る
質
の
日
い
生
源
学
習
の

場
と
し
て
、
会
資
制
に
よ
る
市
民

大
学

『
い
ま
り
学
創
造
カ
レ
ッ
ジ

(
仮
称
)
』
の
開
設
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
魅
力
あ
る
大
学
の
巡

営
や
講
座
の
企
画
立
案
な
ど
、
こ

の
大
学
づ
く
り
に
意
欲
的
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま

す
。
-
大
学
の
内
容

著
名
前
仰
に
よ

る
初
演
や
文
化
芸
能
活
動
発
表

・
応
募
資
格

初
歳
以
上
の
伊
万
盟
市
民

-
応
募
方
法

所
定
の
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
応
募

動
機
(
4
0
0
字
程
度
)
を
添

え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い

-
応
募
期
限

9
月
初
日
(
月
)

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
書
類
選

考
を
行
い
ま
す

・
応
募

間
合
先

一宮

8
4
8
'
0
0
4
5
伊
万
盟

市
松
貼
川

η
番
地

市
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー

(8
②
1
2
6
2
、

図
⑫
1
6
3
0
)

IMARI flj) ※古い電話帳回収にご協力を NTTでは資源のリサイクルを進めるため9月10日-26日にかけて、
新しい電話帳配付に合わせ古い電話帳が回収されます。(間合先ftO1 20-506309) 

カ
ル
チ
ャ
ー
入
門
講
座

茶

道

教

室

-
対
象
者

市
内
ま
た
は
市
近
郊

に
住
ん
で
い
る
人

・
会

場

市
民
セ
ン
タ
ー

・
定

員

μ
人

-
開
催
日

(
全
9
回
開
講
)

山
月
ー
は
月
の
傍
迎
月
間
附
日

-
開
講
時
間

午
後
6
時
1
8
時

・
受
講
料

4
5
0
0
円

※
お
茶
、
お
梨
子
代
は
別
途
必
要

・
申
込
期
限

9
月
初
日
(
金
)

-
申
込

・
間
合
先

市
民
セ
ン
タ
ー

(
宮
②

3

9
1

1
)



' 

〈山CoJIUnu沼忍

ご

応

募

く

だ

さ

い

元
気
な
廊
ち
ゃ
ん
の
写
真

日
月
川
日
(
日
)
に
開
催
す
る

『
ふ
れ
あ
い
健
康
福
制
ま
つ
り
』

に
お
い
て

「元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
』
を
行
い
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

-
写
真
対
象

市
内
在
住
の

2
歳
児
ま
で
の
赤

ち
ゃ
ん

(
8
月
引
日
現
在
)

-
写
真
の
サ
イ
ズ

2
L

-
応
募
方
法

赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名
、
生
年
月
日
、

赤
ち
ゃ
ん
へ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ、

応
募
者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
明
記
の
う
え
、
郵
送
ま

た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い

-
応
募
点
数

一
人

1
点

・
応
募
期
限

川
月
日
日
(
金
)

※
応
募
者
に
参
加
賞
な
ど
を
用
怠

団里主主主三)8⑫391 1 
8日(日)子ども文化ふれあい事業

児童lJ1irチヨコレート戦争j
181時開演

貴お知らせ!
市民センター落成10周年記念事業
能楽座による 「能Jと「狂言J公演
く〉期日:12月23日(月)
O出演予定・観世襲夫、梅若六郎、

茂山干作、茂山干之丞

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
作
品
の

返
却
は
し
ま
せ
ん

-
応
募
・
閉
会
先

市
健
康
明
進
課
医
療
保
険
係

(
包

@
2
1
1
1
内
線

2
2
3
)

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

市
ス
ポ
ー
ツ
教
室

-
対

象

市
内
在
住
の
一
般
男
女

・
参
加
料

1
0
0
0
円

ー
ツ
保
険
料
を
含
む
)

・
開
催
時
間

午
後

7
時
1
9時

①
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

マ
期

間

山
月

9
日

1
1
月
日

日
の
毎
週
月
・
水
曜
日

マ
会

場

国
見
台
体
育
館

マ
定

員

犯
人

②
テ
二
ス
教
室

マ
期

間

川
月

9
日

1
ω
月
初

日

の

毎

週

日

水

金

限

日

仁nHil里童堕)8⑫4646

・15日(日)~27日(金)は
特別整理のため休館します

(
ス
ポ

蔵省点検(資料の状況把振作業)
や書架の2監理などをします。その
ため本の貸し出しはできません。
また、資料の予約 ・資料に関する
問し、合わせなどについても受け付
けできない場合があります。ご了
承ください。

※
日
曜
日
は
午
前
9
時

i
正
午

マ
会

場

国
見
台
庭
球
場

マ
定

員

ω人

③
親
子
卓
球
教
室

-
対

象

市
内
在
住
の
小
学
3

年
生
以
上
お
よ
び
そ
の
保
護
者

マ
期

間

問
月

9
日
1
1
月
日

日
の
毎
週
月
水
眼
目

マ
会

場

国
見
台
体
育
館

マ
定

員

犯
人

-
申
込
期
限

ω月
4
日

(
金
)

・
申
込

・
間
合
先

市
体
育
保
健
課

(包
③
2
1
1
1
内
線

4
6
5
)

市
民
ゲ
l
ト
ボ
l
ル
大
会

多
加
チ

l
ム
を
募
集

-
大
会
期
日

9
月
引
日
(
土
)
、
辺
日
(
日
)

・
会

場
国
見
台
陸
上
競
技
場
ほ
か

食図書の返却はブックポストにお
願いします
食 CDやビデオは、28日以降に
図書館へ直鍍お返しください
女自動車図書館 『ぶっくん』は、
通常どおり巡回しますのでご利
用ください

※9月の名画・子ども上映会は都合に
よりお休みします

-
参
加
資
格

市
内
在
住
者

・
チ
ー
ム
編
成

8
人
以
内

・
参
加
料

無

料

-
申
込
期
限

9
月
日
日

(
水
)

-
申

込

間

合

先

各
町
公
民
館

ま
た
は
市
体
育
保
健
課

(宮
⑫
2
1
1
1
内
線

4
6
5
)

保

育

サ

ボ

l
タ

l

聾

鴎

講

座

子
育
て
を
し
な
が
ら
働
く
家
族

を
支
援
す
る
た
め
、
お
子
さ
ん
を

預
か
っ
た
り
、
幼
稚
悶

・
保
育
園

の
送
迎
を
し
た
り
す
る

『保
育
サ

ポ

l
タ
l
』
を
竣
成
し
ま
す
。

-
日

時

(
4
日
間
)

山
月

9
日
(
水
)
、

日
日

(
金)、

凶
日
(
水
)
、
げ
日
(
木
)

午
前
凶
時

i
午
後

4
時

・
場

所

ウ
ヱ
ル
サ
ン
ピ
ア
伊
万
里

-
対
象
者

保
育
士
の
資
絡
を
持
つ
人
や
子

育
て
経
験
の
あ
る
人
な
ど

-
定

員

約

ω人

・
受
講
料

無

料

-
応
募
方
法

郵
使
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
保

育
士
資
格
の
有
無
、
子
育
て
経

験
の
有
無
、
職
業
の
有
無
(
自

営

・
内

臓

パ

l
ト

ア

ル

バ

イ
ト
を
含
む
)
、
応
募
動
機
を

明
記
し
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は

F

A

X
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

・
申
込
期
限

9
月
お
日
(
水
)

・
申
込
・
間
合
先

6
8
4
0
1
0
8
1
6
佐
賀
市

駅
南
本
町

5
番

l
号
住
友
生
命

佐
賀
ビ
ル

4
階

棚

引

世

紀

職

業
財
団
佐
賀
事
務
所

(8
0
9

5
2
⑬
2
0
2
0
、

四

0
9
5

2
⑧
4
7
2
1
)
 

整J
会t暑:市民相談コーナー
時間:10時-15時 無料・秘密厳守

(木) 5.19 
(火)10 
(水)18 
(火) 3.17 

r・(月)24伏)
(月) 2 9.17(火)24(火)30
(水) 4.11.18.25 
(金) 6.13.20.27 
(会場第lllii接室)

.ボランティア相談 毎迎月曜日
10時-15時会場市民ロビー
.緊急巡回労働相談 。例月第3火曜日
10時-1611寺会場市民ロビー

相民市

•••••••• 
と
談回目J+
。

な
民
い

い
市
さ

し
に
だ

か
軽
く

お
気
絡

f
お
連

l
」

、

ず

」

な
は
へ

た
時
一

っ
た
ナ

困
つ
一

「
思
コ8⑫....1内線226)

~ IMARI 



，るさと

故郷 ・伊万里から遍く離れて仕事などに頑張っている伊万里出身者がいらっしゃいます。

また「伊万里lという語感が好きで、これを宿名にされているお腐なども数多くあります。
このコーナーでは I伊万里jと縁が深いみなさんのお便りをご紹介します。

『伊万里の皆さん元気ですか』

仁淑さん要F埼玉県上尾市

皆
さ
ん
、
お
元
気
で
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
か
。
伊
万
里
で
皆

さ
ん
に
お
世
話
に
な
っ
た
韓
国

の

鄭

仁

淑

で

す
。
今
、
わ
た

し
は
埼
玉
に
住
ん
で
い
ま
す
。

車
京
に
住
む
は
ず
が
、
家
賃
が

高
く
て
や
む
な
く
断
念
。
電
車

で
通
勤
で
き
る
ギ
リ
ギ
リ
の
所

に
住
ん
で
い
ま
す
。
『
ザ
・
埼

玉
県
人
」
と
呼
ば
れ
始
め
て
か

ら
、
も
う
一
年
に
な
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
阜
の
排
気
力

ス
に

ま
み
れ
、
少
し
肌
が
里
山
く
な

っ
た
よ
う
に
忠
え
る
の
は
気

の
せ
い
(
つ
)
で
し
ょ
う
か
、

そ
れ
と
も
お
肌
の
曲
が
り
角

を
過

F
て
し
ま
っ
た
歳
の
せ

い
で
し
ょ
‘7
か
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、

し
の
伊
万
里
、

、
コ
一
一、

A
Q
-
t
 

た
し
は
、

わ
た

そ
れ
は
美
し

こ
の
一
言
で
す
。

か
つ
て
ょ
ん
な
に
美

し
く
ζ

ん
な
に
も
優
し
い
人
々

に
出
会
っ
た
二
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
伊
万
里
を
離
れ
、
そ
の
気

持
ち
は
日
に
日
に
強
く
、
わ
た

し
の
心
に
響
き
わ
た
り
ま
す
。

自
に
見
え
る
伊
万
豆
、
そ
し
て

目
に
は
見
え
な
い
が
心
が
感
じ

る
伊
万
豆
、
ど
ち
ら
も
美
し
か

っ
た
。

人
の
た
め
に
何
か
を
し

た
い
、
そ
う
忠

7
h
u
乙
そ
美
し

い
も
の
で
は
な
い
か
と
そ
う
思

う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

さ
て
、
最
近
わ
た
し
は
日
本

の
逆
転
免
許
を
取
る

こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
長
年
国
際
免
許
で

逆
転
し
て
い
ま
し
た
が
、
時
間

的
に
余
裕
が
あ
る
今
し
か
な
い

と
忠
っ

T
、
免
許
セ
ン
タ
ー

へ

通
い
始
め
ま
し
た
。
升
国
免
許

か
ら
の
切
り
替
え
な
の
で
、
大

勢
の
升
国
人
が
集
っ
て
い
ま
し

た
。
諒
一
人
知
り
合
い
も
い
な

わ

毎
朝
顔
を
合
わ
せ
て
い

る
う
ち
に
、
み
ん
な
に
思
い
き

っ
て
声
を
か
け
て
み
ま
し
た
。

升
国
の
友
だ
ち
が
ほ
し
い
人

は
、
連
絡
先
を
教
え
て
と
い
う

問
い
か
け
に
お
人
が
集
り
ま
し

た
。
汲
あ
り
、
笑
い
あ
り
の
毎

日
の
中
で
、
わ
た
し
は

9
回
目

に
合
格
す
る
ミ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
後
も
次
々
と
左
だ
ち

が
合
格
し
た
の
で
、
み
ん
な
で

娩
さ
肉
を
食
べ
て
お
祝
い
を
し

い
合
1

、

とがま
、し

た

肌
の
色
は
様
々
で
す

お
つ
き
合
い
を
し
て
み
る

み
ん
な
と
て
も
い
い
人
ば

か
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
多
く

の
人
と
触
れ
合
い
、
多
く
の
人

と
分
か
ち
合
い
、
そ
し
て
助
け

合
い
な
が
ら
強
く
生
き
て
い
き

た
い

と
忠
い
ま
す
。

今
で
も
、
目
を
つ
ぶ
る
と
伊

万
里
で
の
よ
と
が
、
ま
る
で
昨

日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
さ

れ
ま
す
。
よ
く
行

っ
た
イ
マ
リ

ン
ビ

l
チ
、
わ
た
し
の
心
の

よ
り
品
川
で
し
た
。
美
し
い
景

色
や
境
さ
物
、
優
し
い
人
々

の
顔
e

e
a

わ
た
し
が
生
さ
て

い
る
限
り
忘
れ
る
こ
と
は
な

い
、
何
に
も
変
え
が
た
い
も

の
で
す
。
伊
万
里
町
優
し
か

っ
た
す
べ
て
の
人
た
ち
に
心

よ
り
お
礼
中
し
ょ
げ
ま
す
。
ほ

ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
さ
い

ま
し
た
。

皆
さ
ん

『
じ
ょ
ん
』
は
元
気

で
す
よ

l
(お
友
だ
ち
も
た
く

さ
ん
で
き
ち
ゃ

い
ま
し
た
)

こ

の
同
じ
空
の
下
で
、
皆
さ
ん
に

負
け
な
い
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て

い
き
た
い
と
忠
い
ま
す
。
と
う

か
伊
万
里
市
の
ま
す
ま
す
の
ご

発
及
を

心
よ
り
お
祈
り
中
し
上

げ
ま
す
。

笹野この用刷、再生紙を使用しています。(古紙配合率100%)

今
年
の
夏
は
暑
か
っ
た
で
す
ね
。
昔
は
、
も
う

少
し
過
ご
し
ゃ
す
か
っ
た
と
思
う
の
は
歳
を
と
っ

た
証
拠
で
し
ょ
う
か
。
と
こ
ろ
で
、
先
日

『ど
っ

ち
ゃ
ん
祭
り
』
の
取
材
に
行
き
ま
し
た
。
あ
の
日

も
う
だ
る
よ
う
な
暑
き
で
し
た
ね
。
あ
っ
ち
、
こ

っ
ち
と
写
真
を
撮
っ
て
い
る
だ
け
で
、
自
分
の
シ

ャ
ツ
は
塩
を
吹
い
て
い
ま
し
た
。
で
も
そ
ん
な
暑

さ
の
中
で
が
ん
ば
っ
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
参

加
し
た
ヨ
サ
コ
イ
隊
、
太
鼓
、
お
犠
子
、
踊
り
手
、

パ
ン
ド
、
女
み
こ
し
の
皆
さ
ん
な
ど
な
ど
。
ほ
ん

と
う
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
ご

し
に
見
る
み
ん
な
の
臨
は
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
見
え

ま
し
た
。
こ
の
随
の
輝
き
が
、
ま
ち
に
活
気
を
み

な
ぎ
ら
せ
る
原
動
力
と
な
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し

た
。
や
は
り
祭
り
は
い
い
も
の
で
す
。

(V
)
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平成14年B月 1日現在
・人口 59，768人 (+ 28) 
男 28，539人(+26) 
女 31，229人(+ 2) 

.世帯 20，438世帯(+ 27) 
( )は前月比
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